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スポーツの安心・安全、アスレティックトレーニング、リハビリテーション

重篤スポーツ外傷のリスク予測基盤の確立 
―選手心理と認知バイメカの連結的理解による―

研究の概要
本研究は、スポーツのけが（外傷・障害）の成り立ちを、選手の心理・

認知特性から、行動、バイオメカニクスに渡る階層的なリスクの連鎖
産物であると捉え、各リスクの特徴を明らかにするとともに、適切な
対応策の確立を通じて、スポーツにおける重篤外傷・障害の予測と予
防に貢献するものである。

 ▍ 研究の背景と結果
若年期のスポーツ外傷・障害は、競技キャリアへの影響はもとより、

中高年期における QoL 低下や社会生産性の低下に繋がる社会課題であ
る。当教室では特に膝前十字靭帯（ACL）損傷を中心に、リスク予測
と予防の包括的研究を進めている（図1）。ACL 損傷は、球技等で激し
い切り返しや着地動作で頻発するケガで、従来は、受傷動作に関する
バイオメカニクス研究が主流であった。しかし、このケガの成り立ち
を精査する過程でバイオメカニクスでは表現できないリスク要因が背
後に潜むことが明らかとなってきた。それが図1にモデル化した、選手
の心理的特性や環境情報の知覚、意思決定（行動パタン）等でありこ
のリスク連鎖が妥当という立場で各ポイントを研究している。心理的
特性に関しては、ストイックなまでの真面目さ、承認欲求度の高さ、
指導者から受けるプレッシャーがスポーツ外傷の重症度と関連するこ
とがわかった（文献1）。環境知覚に関しては、他者と選手の位置関係、
姿勢関係で形成される3次元的な空間形状により選手の姿勢安定が乱さ
れ、リスク姿勢に繋がることがわかった（文献2）。動作・姿勢では、
ラボ統制実験にて片脚ドロップ着地テストで測定した床反力データに
含まれる「着地衝撃」や着地直後の「姿勢動揺の大きさ」を表象する
特徴量が将来の前十字靭帯損傷リスクの予測につながることや、姿勢
を安定させる能力の学習効率には個人差が大きいことを示した（文献3）。
受傷動作のメカニズムに関しては、切り返し動作のとき “ かかと ” を使っ
てブレーキをかけると ACL の負担となる外反＋内旋複合ストレスが高
頻度に生じることを演繹的、実験的に明らかにし、危険な動作として
提案した（文献4）。反対に前足部でブレーキをすることで膝への複合
ストレスの頻度を飛躍的に下げられる上、地面とシューズ間のねじり
摩擦を適切に得ることで膝への回旋ストレスをキャンセルできること
も示した（文献5）。以上の知見は学術論文はもとより選手コーチらに
向けた媒体を通じて広く公開し（図2）、ACL損傷等の重篤スポーツ外傷・
障害予防の加速を狙う。

 ▍ 研究の意義と将来展望
本研究ではスポーツ外傷・障害という社会課題に対し、多角的な理

解と対応策により、スポーツの安全・安心に貢献するという意義がある。

心理特性の理解は、選手のリスク偏向度によるスクリーニングに寄与し、
認知・行動特性の理解は、いかなる環境情報やその知覚が、ケガにつ
ながる不適切な状況判断を引き起こしたかの理解につながる。受傷機
転動作やリスクある身体動作のバイオメカニクスの理解から、関節ス
トレスを軽減する “ 良い動作 ” の提案や、それを習得するためのトレー
ニング法について力学的根拠に基づいて提案できる。とりわけ、力学
モデルを用いた受傷メカニズムの演繹的理解により、関節負担の量的、
および確率論的な軽減や、関節負担を軽減する用具形状（例：シュー
ズソール）の開発等につながる。これら階層的なリスク軽減アプロー
チは、従来の局所的な予防策にはない予防効果を創出することが期待
される。現在、中央競技団体や代表・プロチームを対象に研究を実施
している。
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